
          4月 27日（火）12:00 開会 
         進行：朝日会員 

 

会長の時間        弓野会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長の時間をいただきます。 

今日は大変お忙しい中、日立市社会福祉協議会 事務

局長の豊田様にお越しいただきました。 

「地域共生社会」の実現に向けて、を演題とし卓話い

ただきます。地域の現状と子ども食堂の背景などについ

てお聞かせいただくことになります。 

今日のプログラム、とても楽しみにしています。 

第 2820 地区より、希望の風奨学金寄付のお願いが来

ています。東日本大震災の遺児に教育支援をしていくプ

ログラムです。賛同される方は、ぜひご協力お願いいた

します。 

次回例会は、青少年奉仕の外部卓話です。宜しくお願

いいたします。 

以上、会長の時間といたします。ありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席報告      小笠原委員長 
 

 

会員数 出席 欠席 出席率 MakeUp 修正 免除 

29 名 18 名 11 名 69.23％ 8 名 100％ 7 名 

 

 

ニコニコ BOX      小笠原委員長 

 

² よろしくお願い致します。 

弓野会長・星 勝治・石川國博・小笠原邦浩・ 

山本忠安・木本貴一・千葉隆一・千葉省三・ 

石川 悟・赤津幸作・荒川浩信・小野瀬裕・ 

鈴木幸一・滑川孝則 

² 社会福祉協議会 豊田局長 卓話よろしくお願いい

たします！ 

髙島章行 

² サプライズ人事の豊田さん、本日よろしく御願いい

たします。 

鹿志村高道 

² 本日の会場は大久保中学校ではありませんが、豊田

さん卓話よそいくお願いいたします！ 

朝日正道 

² 本日の担当例会よろしくお願いします。 

佐藤信彦 

 

本日も多くの方からニコニコ BOX への 
ご協力 誠にありがとうございました 

 

本日計 31,000円 累計額 899,600円 

 

 

 

 
第 2820 地区 
 
 
【例 会 場】 要害クラブ TEL(0294)36-2020 
【例 会 日】 毎週火曜日 12:00～13:00 

【事 務 所】 日立市桜川町 2-25-3 桜川第 2 ビル 201 号室 

  TEL(0294)36-5074 FAX(0294)37-2176 
  Mail:info@hitachi-south-rc.org 

本日の例会：令和 3年 05 月 11 日（火） 【プログラム】卓話 / 青少年奉仕委員会 

 
次 回 例 会：令和 3年 05 月 18 日（火） 【プログラム】卓話 / SAA 

（ 

 

 

 

 

■会 長  弓 野 博 司 ■副 会 長  荒 川 浩 信 
■幹 事  川 村 昌 弘  ■会報委員  池 澤  健 
 

例 会 報 告 



 

プログラム 

 

社会奉仕委員会      佐藤委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

l 本日は、社会奉仕委員会卓話として、日立市社会福

祉協議会事務局長 豊田様に講話いただきます。 

l 昨年度、当クラブから「なるさわドリームズ」とい

う子ども食堂に冷蔵庫を寄贈しました。社会福祉協

議会でも、子ども食堂を支援しているということで、

本日の講話に至った経緯でございます。 

l それでは宜しくお願いいたします。 

 

 

日立市社会福祉協議会 事務局長    豊田達哉様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

l こんにちは。冷蔵庫を寄付いただきありがとうござ

います。感謝申し上げます。 

l 今日は、皆様の今後の活動に少しでもお役に立てれ

ばということで、情報提供させていただければと思

います。 

l まず、私たちを取り巻く生活・福祉課題です。 

l 日本は他国に比べ、急速に高齢化が進んでおります。

さらに日立市は県内でも高齢者人口が多いです。3

人に 1人が 65 歳以上の高齢者です。地区別では中

里、金沢、仲町などが多くなっています。青葉台や

塙山団地なども多いです。 

l 人口減少も問題です。日立市の人口は、3月 1日現

在 172,709人ですが、2040 年には、103,000 人程に

なってしまうと予想されています。 

l その他問題として、町内会の解散など近所とのつな

がりが弱くなってきています。 

l さらに、単身世帯の増加、認知症の増加、児童虐待、

8050問題など引きこもりの増加、介護と子育てのダ

ブルケアなどに加え、コロナ禍の影響で、生活・福

祉課題が大きく変化しています。 

l これらを解決するには、福祉コミュニティの実現を

目指すための「4つの助」が必要です。 

l 自助（家族など）、互助（社会など）、共助（社協な

ど）、公助（行政など）です。 

l 私たち社協では、23 地区のコミュニティ単会と連

携・協働を図りながら、住民全体の助け合い・支え

合う地域づくりを積極的に推進しています。 

l 市社協の財源は、活動にご理解いただいた皆さんか

らの会費や共同募金（赤い羽根・歳末たすけあい募

金）、寄附金などの自主財源や行政からの補助金、

受託金などが主な財源です。 

l 主な事業は、子育て事業やあんしん・安全ネットワ

ーク（一人暮らし高齢者等の見守り活動）強化事業、

健康クラブ事業、ふれあいサロン事業、そして子ど

も食堂事業などを行っています。 

l また、日立市自立相談サポートセンターを設置し、

生活や仕事で困っている方が自立した暮らしがで

きるようサポートを行っています。 

l フードバンク事業にも力を入れています。他 RCで

も実施していると聞いておりますので、日立南 RC

さんでもぜひご協力お願いいたします。 

l 広報活動にも力を入れており、社協だよりやホーム

ページ等にて、地域福祉活動への関心を持っていた

だければと思っています。 

l 子ども食堂は、現在７つありますが、コロナ禍で会

食等ができない状況ですので、お弁当を提供してい

るところが多いです。 

l 最後になりますが、ぜひロータリークラブさんには

社協の応援団になっていただき、連携・協働をお願

いしたいと思います。 

l 皆様と一緒に、少しでも日立をよくしていきたいと

思います。ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

会長の点鐘をもって閉会。 


